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わが
を
語
る

市
「
こ
の
ま
ち
で
住
み
続
け
た
い・

住
み
た
い
と
思
う
ま
ち
」で 

あ
り
続
け
る
た
め
に

　

札
幌
市
の
北
に
隣
接
す
る
石
狩
市

は
、
日
本
海
に
面
し
、
サ
ケ
を
中
心
と

し
た
漁
業
と
農
業
の
ま
ち
と
し
て
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
40
年
代

か
ら
札
幌
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

宅
地
化
が
進
む
と
と
も
に
、
重
要
港
湾

「
石
狩
湾
新
港
」
の
開
発
と
背
後
の
工

業
団
地
の
造
成
に
よ
り
急
速
に
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
約
70
㎞
に
も
及
ぶ

海
岸
線
を
擁
し
、
札
幌
圏
の
食
の
宝
庫

と
も
い
う
べ
き
農
水
産
資
源
と
、
雄
大

な
石
狩
川
河
口
の
風
景
や
暑し
ょ
か
ん
べ
つ

寒
別
天て

う
り売

焼や
ぎ
し
り尻

国
定
公
園
な
ど
、
多
彩
で
魅
力
あ

る
観
光
・
交
流
資
源
を
併
せ
持
つ
ま
ち

と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
特
性
を
備
え
た
石
狩
の
魅
力

を
市
民
と
共
感
し
、
共
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
第
５
期
総
合
計
画
で

は
、
30
年
後
も
魅
力
あ
る
ま
ち
で
あ
り

続
け
る
こ
と
な
ど
を
念
頭
に「
ま
ち
に

愛
着
や
誇
り（
石
狩
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
）
を

持
っ
て
も
ら
う
」こ
と
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
ま
し
た
。
現
在
、
同
計
画
に
基
づ
き
、

「
石
狩
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
の
醸
成
を
目
指

し
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

真
の
共
生
社
会
を
目
指
し
て

　

平
成
25
年
、
全
国
の
市
区
町
村
で

初
の
手
話
に
関
す
る
条
例
「
石
狩
市

手
話
に
関
す
る
基
本
条
例
」を
制
定
し

ま
し
た
。

　

条
例
案
は
、
行
政
主
体
で
作
成
し
た

も
の
で
は
な
く
、
聞
こ
え
な
い
人（
ろ

う
者
）
や
手
話
サ
ー
ク
ル
、
手
話
通
訳

者
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
手
話
に
関
わ
る

方
々
を
含
め
た
手
話
条
例
検
討
会
に
お

い
て
議
論
さ
れ
、
数
年
を
経
て
草
案
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
が
目
指
す
の
は
、「
手
話

は
言
語
で
あ
る
」
こ
と
を
、
地
域
に
暮

ら
す
市
民
が
共
に
理
解
し
合
う
こ
と
に

あ
り
、
市
民
と
と
も
に
手
話
言
語
を
意

識
し
、
手
話
の
普
及
に
努
め
て
い
く
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
小
中
学
生
が
手
話
言
語
を
学

ぶ「
手
話
出
前
授
業
」や
、
地
元
の
高
校

で「
手
話
語
」の
授
業
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
手
話
の
普
及
が
着
実
に
進
み
、
多

様
な
文
化
を
認
め
合
う
、
真
の
共
生
社

会
へ
の
確
実
な
歩
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
の 

居
場
所
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が「
等
し

く
学
べ
る
環
境
づ
く
り
」「
多
様
な
経

験
の
機
会
づ
く
り
」「
安
心
し
て
自
己

実
現
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
」
を
、

市
民
と
の
協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
の
方
々
や
関
係
者
と
の

検
討
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
経
て
、
若
い
世
代
の
定
住
が
進
む
地

域
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
機
能
の

ま
ち
へ
の
愛
着
、
ま
ち
へ
の
誇
り

「
石
狩
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」の
醸
成

石い
し
か
り狩
市（
北
海
道
）�

 

石
狩
市
長
　
加か

と

う藤
龍た

つ
ゆ
き幸

1

小中学生が手話言語を学ぶ「手話出前授業」

令和４年開設に向けて、準備を進める「（仮称）ふれあいの杜
子ども館」（イメージパース）
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充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
中
高
生
の
利

用
も
想
定
し
た
児
童
館
機
能
に
加
え
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た「（
仮
称
）ふ
れ

あ
い
の
杜
子
ど
も
館
」の
令
和
４
年
開

設
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

多
世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
親
同
士
に

よ
る
交
流
機
会
の
創
出
、
さ
ら
に
は
、

子
育
て
家
庭
と
地
域
が
つ
な
が
る
場
と

し
て
、
地
域
全
体
で
子
育
て
家
庭
や
子

ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
・
見
守
る
環
境

づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

石
狩
湾
新
港
の 

新
た
な
地
域
価
値
の
創
出

　

平
成
６
年
に

国
際
貿
易
港（
出

入
国
港
）と
し
て
、

新
た
な
歩
み
を

始
め
た
石
狩
湾

新
港
。
道
内
最
大

の
消
費
地
で
あ

る
札
幌
市
に
一
番

近
い
国
際
貿
易

港
で
、
操
業
す
る

企
業
は
６
５
０

社
を
超
え
、
約

２
万
人
の
雇
用

を
創
出
し
て
い

ま
す
。
札
幌
圏
へ

の
物
資
供
給
を
担
う
物
流
の
拠
点
で
あ

る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
Ｌ
Ｐ
Ｇ
、
太

陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
拠
点
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
次
の
よ
う
に
商
業
施

設
な
ど
の
立
地
も
進
ん
で
い
ま
す
。

・�

本
市
初
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル「
ス
ー

パ
ー
ホ
テ
ル
石
狩（
㈱
ス
ー
パ
ー
ホ
テ

ル
）」が
令
和
２
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
。

・�

北
海
道
で
２
号
店
と
な
る「（
仮
称
）

コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
石
狩
倉
庫

店（
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
㈱
）」が
本
年
に
オ
ー
プ
ン
予
定
。

・�

イ
オ
ン
北
海
道
㈱
の「（
仮
称
）イ
オ

ン
石
狩
セ
ン
タ
ー
」
が
本
年
に
オ
ー

プ
ン
予
定
。

　

こ
の
ほ
か
、
石
狩
湾
沖
で
複
数
の
事

業
者
が
洋
上
風
力
発
電
の
新
設
を
計
画

し
て
お
り
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
産
業
分
野
で
の

活
発
化
に
も
強
く
期
待
で
き
る
地
域
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

の
集
積
は
、
本
市
が
こ
れ
ま
で
ま
き

続
け
て
き
た
種
の
芽
吹
き
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え

た
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
北
海
道
の
未

来
を
リ
ー
ド
す
る
、
多
様
な
産
業
空
間

を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

時
代
の
大
き
な
転
換
点　

 

新
し
い
石
狩
市
へ

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
現
在
は
あ
ら

ゆ
る
面
で
社
会
の
在
り
方
が
変
わ
る
、

時
代
の
大
き
な
転
換
点
に
あ
る
こ
と
を

強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

継
続
的
な
地
域
経
済
の
回
復
と
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
、
積
極
的
な
施

策
展
開
を
図
る
た
め
に
も
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
と
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、

「
新
た
な
地
域
価
値
」を
創
出
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
未
来
を
切
り
開
き
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
よ
う
、
感
染

症
対
策
と
施
策
推
進
の
両
立
を
図
り
、

苦
し
い
と
き
こ
そ
成
長
へ
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
戦
略
的
な
施
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

エネルギーの供給拠点としての役割も担う「石狩湾新港」

◆ 

面
積　
　

７
２
２
・
42
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
８
２
９
７
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
８
１
５
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
い

し
か
り
に
関
心
と
愛
情
を
持
ち
、
や
り
が
い

と
誇
り
を
持
っ
て
活
動
す
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
札
幌
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
、
石
狩
湾
新
港
・
工
業
団
地
の
開
発

と
と
も
に
発
展
し
、
海
や
山
な
ど
豊
富
な
資

源
を
併
せ
持
つ
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
10
月
１
日
、
厚

田
村
、
浜
益
村
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
石
狩
鍋
、
サ
ケ
、
ニ
シ
ン
、
シ
ャ

コ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
ウ
ニ
、
望も

う
ら
い
と
ん

来
豚
、
浜
益
牛
、

米
、
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ

〔
観
光
〕
道
の
駅
石
狩
「
あ
い
ろ
ー
ど
厚
田
」、

石
狩
浜
海
水
浴
場
、
厚
田
海
浜
プ
ー
ル
、
川

下
海
水
浴
場

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
石
狩
市
三
大
秋
祭
り
（
石
狩

さ
け
ま
つ
り
、
厚
田
ふ
る
さ
と
あ
き
あ
じ
祭

り
、
浜
益
ふ
る
さ
と
祭
り
）、
ラ
イ
ジ
ン
グ

サ
ン
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

石狩市長

加藤龍幸

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

札幌市

石狩市
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わが
を
語
る

市
豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能
が

共
存「
住
む
な
ら
、
き
み
つ
」

　

君
津
市
は
房
総
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
位
置
し
、
臨
海
部
に
は
世
界
に
誇
る

製
鉄
所
と
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
市
街

地
が
広
が
り
、
内
陸
部
に
は
緑
豊
か
な

自
然
や
歴
史
的
な
文
化
遺
産
な
ど
を
数

多
く
有
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
井
戸
を
掘
る
技
術「
上か
ず
さ総

掘
り
」
の
発
祥
地
で
あ
り
、
真
珠
の
よ

う
な
あ
で
や
か
さ
と
気
品
を
持
ち
、
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ブ
ー
ケ
な
ど
で
人
気
の
高

い「
水
生
カ
ラ
ー
」
は
全
国
１
位
の
生

産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
良
質

な
水
を
生
か
し
た
酒
造
り
が
古
く
か
ら

盛
ん
で
、
東
京
国
税
局
管
内
最
多
で
あ

る
６
軒
の
酒
蔵
が
あ
り
、
各
蔵
自
慢
の

地
酒
が
楽
し
め
ま
す
。
さ
ら
に
千
葉
県

で
唯
一
、
環
境
省
の「
平
成
の
名
水
百

選
」に
選
ば
れ
た「
生
き
た
水
・
久
留
里
」

が
あ
る
よ
う
に
、
豊
富
な
湧
き
水
と

肥ひ
よ
く沃
な
大
地
が
米
や
野
菜
、
畜
産
物
、

地
酒
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
を
育

ん
で
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
や
Ｊ
Ｒ
の
在
来
線
な
ど
の

交
通
網
が
充
実
し
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
を
利
用
す
る
と
都
心
へ
約
60
分
と

交
通
利
便
性
に
優
れ
、
通
勤
通
学
に
も

便
利
で
す
。
都
市
機
能
と
里
山
の
豊
か

な
自
然
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
般
社
団
法
人
移
住
・
交
流
推
進
機
構

（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
）に
よ
る「
２
０
２
０
年
版

お
す
す
め
移
住
・
交
流
先
20
選
」に
選

ば
れ
ま
し
た
。

市
民
の
命
を
守
り
抜
く
、 

し
な
や
か
さ
と
強
さ
を 

兼
ね
備
え
た
ま
ち
へ

　

令
和
元
年
、
気
候
変
動
を
実
感
さ
せ

る
過
去
最
大
級
の
台
風
と
大
雨
が
本
市

を
襲
い
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
教
訓
と
し
、
本
年
度

中
に
策
定
す
る「
君
津
市
国
土
強
き
ょ
う
じ
ん靱

化
地
域
計
画
」
で
は
、
計
画
的
な
イ
ン

フ
ラ
の
強
化
と
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連

携
が
取
れ
た
防
災
対
策
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
防

災
・
減
災
対
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
被
災
の
経
験
か
ら
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
を
配
備
し
、
防
災
力
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
全
国
の
被
災
地
へ

派
遣
し
、
支
援
の
輪
を
広
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
本
市
の
職
員

が
発
案
し
、
産
学
官
が
連
携
し
た
、
ド

ロ
ー
ン
と
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
点
検
の
手
法
が「
君
津
モ
デ
ル
」

と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ

の
長
寿
命
化
や
損
傷
の
早
期
発
見
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
他
の
イ

ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
の
点
検
へ
の
活
用

も
期
待
さ
れ
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、

希
望
に
満
ち
た
君
津
の
未
来
へ

君き

み

つ津
市（
千
葉
県
）�

 

君
津
市
長
　
石い

し

い井
宏ひ

ろ

こ子

2

全国１位の生産量を誇る「水生カラー」

君津は酒造りが古くから盛んな地域

ドローンとＡＩ、ＩＣＴを活用した橋梁点検
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全
て
の
子
ど
も
た
ち
の 

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

　

妊
娠
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
切
れ

目
の
な
い
支
援
に
取
り
組
む
た
め
、
令

和
元
年
10
月「
す
こ
や
か
親
子
サ
ポ
ー

ト　

つ
み
き
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
助

産
師
や
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科

衛
生
士
な
ど
の
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る

専
門
的
支
援
や
、
関
係
機
関
と
の
連
携

の
強
化
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

妊
娠
届
出
時
に
は
常
勤
の
助
産
師
が
全

妊
婦
と
面
接
を
行
い
、
個
々
に
合
わ
せ

た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、
一

人
一
人
に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
と

支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

教
育
環
境

整
備
で
は
、全

小
中
学
校
児

童
生
徒
に
対

し
、１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導

入
を
近
隣
他

市
に
先
駆
け
て
行
う
な
ど
、
未
来
に
つ

な
が
る
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
に
よ
り
児
童
生

徒
数
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
目
指
し
、
平
成
27
年
度
に

「
君
津
市
学
校
再
編
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
に
は
中
山

間
地
域
の
学
校
統
合
を
中
心
と
す
る
第

１
次
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完
了
し
ま
す

が
、
統
合
だ
け
で
な
く
、
小
中
一
貫
教

育
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導

入
な
ど
、
時
代
の
変
化
や
地
域
の
特
性

を
見
据
え
た「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」の
視
点
で
再
編
を
進
め
て
お

り
、
引
き
続
き「
活
力
あ
る
魅
力
的
な

学
校
づ
く
り
」に
取
り
組
み
ま
す
。

誰
も
が「
幸
せ
」を 

実
感
で
き
る
ま
ち
へ

　

本
市
は
本
年
、
市
制
施
行
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。
先
人
た
ち
が
築
き
、
守
っ

て
き
た
50
年
の
歴
史
を
私
た
ち
は
受
け

継
ぎ
、
持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
な
が

ら
、
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
つ
な
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
、
次
世
代
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

す
る
た
め
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
民

に
よ
る「
君
津
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
催
し
、
参
加
し
た
市
民
と

と
も
に
公
共
施
設
再
配
置
の
考
え
方
や

手
法
な
ど
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

う
し
た
市
民
の
声
を
基
に
再
配
置
の
方

針
を
策
定
し
、
将
来
に
向
け
、
持
続
可

能
な
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
節
目
の
年
に
、
市
政

運
営
の
長
期
的
な
指
針
と
な
る
次
期
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
誰
も
が
幸
せ

を
あ
き
ら
め
な
い
、
幸
せ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
は
何
と
し
て
も
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

も
、
策
定
プ
ロ
セ
ス
で
は
市
民
や
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
既
に
実
施
し
た
大
学

と
連
携
し
た
中
高
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
市
民
会
議

な
ど
で
は
、
建
設
的
で
活
発
な
ご
意
見

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ま
と
目
指
す
べ
き
将
来
像
を

共
有
し
、「
希
望
に
満
ち
た
君
津
の
未

来
」の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

全小中学校児童生徒へ１人１台のタブレット端末を導入

君津市長

石井宏子

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

千葉市

君津市

◆ 

面
積　
　

３
１
８
・
81
㎢

◆ 

人
口　
　

８
万
３
０
０
５
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
９
１
４
７
世
帯

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
豊
か
な
自
然
と
、
世
界
に

誇
る
製
鉄
所
や
都
心
へ
の
高
い
交
通
利
便
性

な
ど
の
都
市
機
能
が
共
存
す
る
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち

〔
特
産
品
〕
カ
ラ
ー
、
地
酒
、
い
ち
ご
、
た

ま
ご
、
小
糸
在
来
®

の
枝
豆
、
自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯

〔
観
光
〕
清
水
渓
流
広
場
（
濃
溝
の
滝
・
亀

岩
の
洞
窟
）、
鹿か

の
う
ざ
ん
く
じ
ゅ
う
く
た
に

野
山
九
十
九
谷
展
望
公
園
、

久
留
里
城
、
亀
山
湖
、
豊と
よ
ふ
さ英
大
滝

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
君
津
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
、

戦
国
の
里
・
三
舟
山
＆
郡
ダ
ム
お
花
見

ウ
ォ
ー
ク
、
亀
山
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
き
み
つ
枝
豆
収
穫
祭
、
き
み
つ
の
地
酒

ま
つ
り
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わが
を
語
る

市
高
い
利
便
性
と
豊
か
な 

自
然
が
調
和
す
る
ま
ち

　

京
都
盆
地
の
南
西
部
、
西
山
連
峰
の

麓
に
広
が
る
長
岡
京
市
。
京
都
と
大
阪

の
間
に
位
置
す
る
地
の
利
か
ら
、
高
度

経
済
成
長
期
に
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

本
市
の
魅
力
の
一
つ
は
交
通
の
利
便

性
の
高
さ
に
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ｒ
・
阪
急

を
利
用
す
れ
ば
京
都
へ
約
10
分
、
大
阪

へ
約
30
分
で
行
き
来
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
内

三
つ
の
鉄
道
駅
の
一
つ
で

あ
る
阪
急
西
山
天
王
山
駅

は
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道

の
高
架
下
に
あ
り
、
鉄
道

駅
と
高
速
道
路
が
つ
な
が

る
全
国
で
も
珍
し
い
駅
で

す
。
長
岡
京
Ｉ
Ｃ
に
併
設

の
高
速
バ
ス
停
に
も
接
続

し
て
お
り
、
全
国
各
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
魅
力
と
し
て
、

市
域
の
約
４
割
を
占
め
る
西
山
に
代
表

さ
れ
る
豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
特

産
品
で
あ
る
京
た
け
の
こ
栽
培
が
盛
ん

で
、
市
街
地
に
も
農
地
が
広
が
り
、
都

市
的
な
便
利
さ
と
豊
か
な
自
然
が
調
和

す
る
街
並
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
歴
史
は
古
く
、
市
名
の
由
来

と
な
っ
た「
長
岡
京
」
が
８
世
紀
末
に

桓か
ん
む武
天
皇
に
よ
っ
て
平
城
京
か
ら
遷
都

さ
れ
、
６
世
紀
初
め
に
も
継け
い
た
い体
天
皇
が

「
弟お
と
く
に
の
み
や

国
宮
」を
置
く
な
ど
、
政
治
・
経
済

の
中
心
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
昭
和

47
年
に
は
市
制
が
施
行
さ
れ
、
令
和
４

年
10
月
に
市
制
施
行
50
周
年
の
節
目
の

時
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
交
通
の
利
便
性
と
、
豊
か

な
自
然
や
歴
史
が
共
存
す
る
本
市
の
魅

力
を「
か
し
こ
暮
ら
し
っ
く 

長
岡
京
」

と
い
う
都
市
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
で

表
現
し
、
交
流
人
口
や
定
住
人
口
の
増

加
に
向
け
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
を 

「
自
分
ご
と
化
」す
る
取
り
組
み

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
人
口
微
増
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
人
口
減
少

の
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い

わ
ゆ
る「
自
治
会
離
れ
」
が
起
こ
っ
て

お
り
、
自
治
会
加
入
率
は
平
成
13
年
度

の
71
・
０
％
か
ら
本
年
度
は
53
・
３
％
に

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る

中
で
、
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
継

続
し
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
地

域
課
題
、
度
重
な
る
自
然
災
害
な
ど
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
重
要
と
な
り
、
よ
り
多
く

の
市
民
に
地
域
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

地
域
の
方
た
ち
が
自
分
た
ち
の
地
域

を「
自
分
ご
と
化
」
し
て
考
え
る
。
そ

の
実
現
に
向
け
、
現
在
、
本
市
で
は

「（
仮
称
）
自
治
振
興
条
例
」
の
制
定
に

関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
市
民
や
自
治
会

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

そ
し
て
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明

確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
等
な
立
場

で
、互
い
の
現
状
や
課
題
、地
域
の
ニ
ー

ズ
な
ど
を
共
有
し
、
解
決
策
を
考
え
る

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
条
例
制
定
に
お
け
る
プ
ロ
セ

「�
住
み
た
い　

住
み
つ
づ
け
た
い　

 
悠
久
の
都　

長
岡
京
」を
目
指
し
て

長な
が
お
か
き
ょ
う

岡
京
市（
京
都
府
）�

 

長
岡
京
市
長
　
中な

か
こ
う
じ

小
路
健け

ん

ご吾

3

中心市街地とその背景に望む西山

令和2年12月12日に開催した「第1回 自分ごと化会議」（分科会）
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ス
を
大
切
に
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
を

巻
き
込
ん
だ
議
論
を
行
う
こ
と
で
、
地

域
活
動
に
対
す
る
参
加
意
識
を
醸
成
し

て
い
き
ま
す
。

　

学
識
経
験
者
、
地
域
の
代
表
者
な
ど

で
構
成
す
る「
条
例
検
討
委
員
会
」、
無

作
為
に
抽
出
し
た
16
歳
以
上
の
市
民
の

方
か
ら
参
加
希
望
の
あ
っ
た
68
人
を
含

む「
自
分
ご
と
化
会
議
」、
市
民
の
誰
も

が
参
加
で
き
る「
市
民
意
見
交
換
会
」、

市
役
所
中
堅
職
員
を
中
心
に
立
ち
上
げ

た「
庁
内
条
例
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」、
条
例
制
定
に
向
け
て
こ
れ

ら
四
つ
の
会
議
を
構
成
し
、
議
論
を
深

め
る
作
業
を
令
和
３
年
度
に
か
け
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。
条
例
施
行
に
つ
い

て
は
令
和
４
年
10
月
を
目
指
し
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
に
、一
過
性

に
終
わ
ら
せ
な
い
地
域
振
興

　

間
も
な
く
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く

る
」
が
最
終
回
を
迎
え
ま
す
。
本
市
に

は
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
る
長

岡
天
満
宮
や
、
京
都
屈
指
の
紅
葉
寺
と

し
て
人
気
の
西
山
浄
土
宗
総
本
山「
光

明
寺
」、
手ち
ょ
う
ず
ば
ち

水
鉢
に
季
節
の
花
を
浮
か

べ
る「
花は
な
ち
ょ
う
ず

手
水
」
発
祥
の
柳
谷
観
音

楊よ
う
こ
く
じ

谷
寺
な
ど
の
観
光
資
源
の
ほ
か
、
主

人
公
の
明
智
光
秀
が
、
山
崎
の
戦
い
で

本
陣
を
置
い
た
と
推
定
さ
れ
る
国
史
跡

「
恵い
げ
の
や
ま

解
山
古
墳
」や
、
最
期
の
夜
を
過
ご

し
た
勝
し
ょ
う
り
ゅ
う
じ

龍
寺
城
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
勝

龍
寺
城
は
、
光
秀
の
娘
・
た
ま（
後
の
細

川
ガ
ラ
シ
ャ
）が
幸
せ
な
新
婚
生
活
を

過
ご
し
た
城
で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
４

年
に
都
市
公
園「
勝
竜
寺
城
公
園
」
と

し
て
整
備
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
毎
年

11
月
第
２
日
曜
日
に
、
た
ま
の
輿
入
れ

行
列
を
再
現
す
る「
長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ

祭
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
決
定
を
受
け
、

庁
内
の
関
係
各
課
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
結
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。本
年
は
、城

主
・
細
川
藤ふ
じ
た
か孝（

幽ゆ
う
さ
い斎

）が
、
勝
龍
寺
城

を「
瓦
・
石
垣
・
天
主
」を
備
え
た
近
世
城

郭
の
原
点
と
も
い
え
る
城
に
改
修
し
て

か
ら
４
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
城
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
す
る
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る 

令
和
３
年
度

　

令
和
３
年
度
は
、
令
和
７
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

を
定
め
た「
長
岡
京
市
第
４
次
総
合
計

画
第
２
期
基
本
計
画
」
が
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
本
市

で
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
も
見
据
え
な

が
ら
、
今
後
も「
住
み
た
い　

住
み
つ

づ
け
た
い　

悠
久
の
都　

長
岡
京
」を

目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

「日本の歴史公園100選」に選定されている「勝竜寺城公園」

市内外から約6万人が訪れる「長岡京ガラシャ祭」

長岡京市長

中小路健吾

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

京都市

長岡京市

◆ 

面
積　
　

19
・
17
㎢

◆ 

人
口　
　

８
万
１
０
５
５
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
６
５
０
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
住
み
た
い　

住
み
つ
づ
け

た
い　

悠
久
の
都　

長
岡
京

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
京
都
・
大
阪
の
中
間
に
位

置
す
る
高
い
利
便
性
と
、
自
然
の
豊
か
さ
が

も
た
ら
す
快
適
性
が
調
和
す
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
京
た
け
の
こ
、竹
工
芸
品
、花
菜
、

京
都
茄
子

〔
観
光
〕
長
岡
天
満
宮
、
光
明
寺
、
乙
訓
寺
、

柳
谷
観
音
楊
谷
寺
、
勝
竜
寺
城
公
園
、
勝
龍

寺
、
恵
解
山
古
墳

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ
祭
、
長
岡

京
春
の
観
光
ま
つ
り
、た
け
の
こ
フ
ェ
ス
タ
、

あ
じ
さ
い
ウ
ィ
ー
ク
、
京
都
・
西
山 

長
岡

京
も
み
じ
め
ぐ
り
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わが
を
語
る

市
歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち

　

竹
原
市
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
の
中

央
に
あ
り
、
広
島
県
南
部
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
温
暖
な
気
候
が

も
た
ら
す
、
海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然

と
、
江
戸
時
代
に
製
塩
業
や
酒

造
業
で
繁
栄
し
た
面
影
を
今

に
伝
え
る
町
並
み「
た
け
は
ら

町
並
み
保
存
地
区
」（
国
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
）
を
有
し
、
元
内

閣
総
理
大
臣
の
池
田
勇
人
氏
や
ニ
ッ
カ

ウ
ヰ
ス
キ
ー
創
業
者
の
竹
鶴
政
孝
氏
な

ど
、
多
く
の
偉
人
を
輩
出
し
て
き
た
、

歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
に
は
日
本
遺
産

「
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」の
追
加

認
定
を
受
け
、「
大お
お
く
の
し
ま

久
野
島
」が
ウ
サ
ギ

の
島
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
他
、
連
続

テ
レ
ビ
小
説「
マ
ッ
サ
ン
」、
ア
ニ
メ

「
た
ま
ゆ
ら
」
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と

で
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す

る
中
、
持
続
可
能
な
都
市
と
し
て
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
市
の
強
み
で

あ
る「
人
と
人
の
顔
が
見
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
礎
と
し
て
、
市
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
に
ぎ
わ
い
や
活
力
を
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
31
年
３
月
、
目
指
す
べ
き
ま

ち
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く

施
策
を
掲
げ
た「
第
６
次
竹
原
市
総
合

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
」「
個

性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
」を
目
指
す
こ

と
が
、
人
口
が
減
少
す
る
中
に
お
い
て

も
、ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
活
力
の
維
持
・

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
民
一
人
一
人
が「
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
」「
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
実
感
し
、
進
学
や
就
職
な
ど
で

転
出
し
た
人
や
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
、
関
心
の
あ
る
人
が「
帰
っ
て
き
た

い
」「
住
ん
で
み
た
い
」と
思
え
る
元
気

な
本
市
の
実
現
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
、
10
年
後
の
将
来
都
市
像
を

「
元
気
と
笑
顔
が
織
り
成
す　

暮
ら
し

誇
ら
し
、
竹
原
市
。」と
定
め
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害 

か
ら
の
復
旧
・
復
興

　

本
市
が
目
指
す
将
来
都
市
像
の
実
現

に
お
い
て
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
は
、
最
優
先

で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災

害
で
は
、
本
市
に
お
い
て
観
測
史
上
最

大
の
雨
量
と
な
り
、
土
砂
災
害
や
河
川

の
氾
濫
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

災
害
関
連
死
２
人
を
含
む
６
人
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
か
ら
の
早
期
の
復
旧
・
復

興
を
目
指
し
、
総
合
計
画
の
基
本
計
画

と
し
て「
竹
原
市
復
旧
・
復
興
プ
ラ
ン
」

を
位
置
付
け
、「
が
ん
ば
ろ
う
竹
原
」を

合
言
葉
に
、「
く
ら
し
の
再
建
」「
ま
ち

の
復
旧
」「
そ
な
え
の
強
化
」の
３
本
を

柱
と
し
、
全
庁
を
挙
げ
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
市
が
管
理
す

る
道
路
や
河
川
な
ど
に
つ
い
て
、
本
年

度
末
の
工
事
完
了
を
目
指
す
と
と
も

「�
元
気
と
笑
顔
が
織
り
成
す　

暮
ら
し
誇
ら
し
、

竹
原
市
。」の
実
現
を
目
指
し
て

竹た
け
は
ら原
市（
広
島
県
）�

 

竹
原
市
長
　
今い

ま

え榮
敏と

し
ひ
こ彦

4
毎年秋に行われる「町並み竹灯り〜たけはら憧憬の路〜」

江戸時代の面影を今に伝える
「たけはら町並み保存地区」
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に
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
利
用

さ
れ
な
く
な
っ
た
農
業
用
た
め
池
の
廃

止
、
民
間
事
業
所
と
の
災
害
発
生
時
な

ど
の
各
種
の
連
携
協
定
の
締
結
、
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

過
去
の
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
各

種
団
体
と
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
、

万
全
の
備
え
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
生
命
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

た
け
は
ら
フ
ァ
ン
を
増
や
す

取
り
組
み

　

将
来
都
市
像
の
実
現
へ
の
下
支
え
と

し
て
、
特
に
力
を
入
れ
、
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

人
口
減
少
に
伴
う
地
域

活
力
の
低
下
や
担
い
手
不

足
な
ど
へ
の
対
応
が
課
題

と
な
る
中
、
将
来
都
市
像

を
実
現
す
る
に
は
、
市
民

が
本
市
の
魅
力
を
再
認

識
・
再
発
見
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
る
と
と
も

に
、
本
市
の
魅
力
を
国
内

外
に
向
け
て
積
極
的
か
つ

効
果
的
に
発
信
し
、
選
ば

れ
る
都
市
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
下
、
令
和
２
年
８

月
、
新
た
に「
た
け
は
ら
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
、
本
市
ゆ
か

り
の
方
々
に
も
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

「
た
け
は
ら
愛
」
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
多

く
の
方
に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
方
に
は
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
の
情
報
配
信
や
会
員
限
定

の
特
典
を
設
け
て
お
り
、
今
後
は
、
会

員
が
地
域
に
直
接
関
わ
る
よ
う
な
取
り

組
み
も
進
め
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
市
の
魅
力
や
情
報

を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流

人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
市
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
を
醸
成
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
新

た
な
担
い
手
の
確
保
な
ど
、
将
来
的
な

課
題
の
解
決
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

困
難
を
乗
り
越
え
、 

将
来
都
市
像
の
実
現
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全

世
界
で
猛
威
を
振
る
い
、
感
染
拡
大
の

影
響
で
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な

ど
、
経
済
や
社
会
生
活
な
ど
多
方
面
に

お
い
て
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
感
染
拡
大
の
防
止

と
経
済
活
動
の
両
立
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
一
日
も
早
く
元
の
生
活
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
感
染
症
対
策
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
将
来
都
市
像

「
元
気
と
笑
顔
が
織
り
成
す　

暮
ら
し

誇
ら
し
、
竹
原
市
。」
の
実
現
に
向
け
、

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

穏やかな瀬戸内海

大久野島のウサギ

たけはらファンクラブのロゴ

竹原市長

今榮敏彦

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

広島市 竹原市

◆ 

面
積　
　

１
１
８
・
23
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
４
５
６
６
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
２
２
１
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
元
気
と
笑
顔
が
織
り
成
す　

暮
ら
し
誇
ら
し
、
竹
原
市
。

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
海
・
山
・
川
な
ど
豊
か
な

自
然
と
、
江
戸
時
代
の
町
並
み
を
今
に
伝
え

る
歴
史
と
文
化
薫
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
清
酒
、
タ
ケ
ノ
コ
、
ぶ
ど
う
、

レ
ン
ガ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ジ
ャ
ム
、
牛
肉
、

マ
ダ
イ

〔
観
光
〕
た
け
は
ら
町
並
み
保
存
地
区
（
国

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）、
大
久

野
島
、
湯
坂
温
泉
郷
、
道
の
駅
た
け
は
ら
、

た
け
は
ら
海
の
駅
、
黒
滝
山
、
朝
日
山

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
さ
く
ら
フ
ェ
ス
、
た
け
は
ら

町
並
み
雛
め
ぐ
り
、
た
け
は
ら
竹
ま
つ
り
、

町
並
み
竹
灯
り
〜
た
け
は
ら
憧
憬
の
路
〜


